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肝移植を他臓器移植と比べた場合の特異性は，「生体肝移植が
可能である」ということと，「実用化された人工肝補助装置が存
在しない」，ということであろう．そのため脳死移植の少ないわ
が国では生体肝移植が日常診療として定着した．一方，「人工肝」
の研究は数十年間行われているにもかかわらず，肝機能ゼロの
患者を月や年のオーダーで生命維持できる人工肝補助装置はま
だ開発されていない．生体肝移植という選択肢があることは患
者にとって福音であるが，実用化された人工肝補助装置が存在
しない現状では，劇症肝炎などの肝不全で家族内に生体ドナー
がいなければ「非常にチャンスの少ない」脳死肝移植以外では
患者を救うことができない．
腎移植では生体肝移植も可能であるし，透析という人工腎補

助装置によって十年以上の長期間患者は生存することができ
る．心移植は脳死移植しかあり得ないが，人工心補助装置の進
歩がめざましく，最近では埋め込み型も登場して患者のQOL
が上昇し，しかも5年生存も珍しくないという．ちなみに埋め
込み型の「人工腎」はいまだに開発の見込みがたっていないよ
うである．
わが国で施行された肝移植のうち脳死肝移植は1％に過ぎ

ず，99％は生体肝移植である．この比率は90％以上が脳死肝移
植である米国やヨーロッパ諸国とは正反対である．お隣の韓国
を始めとするアジア諸国では生体肝移植のほうが多いが，それ
でも三分の一程度は脳死肝移植が占めており，わが国の大きく
偏った比率は世界的にみて特異である．イスタンブール宣言や
国際世論によって，わが国からの渡航移植が著しく制限されつ
つある現状も後押しして2009年7月に臓器移植法が改正され，
脳死移植が増加する法的整備がなされた．しかし，施行は1年後
であり，どの程度脳死移植が増加するかはまだ不透明である．現
在，圧倒的に不足しているドナー側移植コーディネーターの増
員など，法律以外の体制の整備も急務であると考えられている．
生体肝移植が医療として成立するためにはドナーの安全が絶

対条件である．これには高度な肝切除技術が必要であることは
いうまでもないが，詳細な術前画像診断を基にした個々のド
ナーにおける肝解剖の理解や，切除容積(＝グラフト容積)の正
確な評価が不可欠である．一方，レシピエントの術前評価にも
画像診断は重要であり，肝の解剖の評価，合併症の評価が行わ
れている．また，レシピエント成績向上のためには血管合併症
や胆管合併症の管理が重要であり，これには正確な画像診断と

interventional radiologyの技術が要求される．
本号の特集である「肝移植の画像診断―生体ドナーの安全と

レシピエントの成績向上を目指して」では肝移植の最近の進歩
を，画像診断の進歩と関連づけながら豊富な画像を駆使して解
説している．本誌の読者で肝移植に直接かかわる方は少ないと
思うが，以上に述べた肝移植における背景を理解いただいてか
ら興味をもって本号の特集を読んでいただければ幸いである．
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